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1.はじめに：東京電力福島第一原子力発電所(以降原発と記す)事故直後における大気中放射性物

質の動態解明のため、大気環境常時測定局で使用されている、浮遊粒子状物質(SPM)計中の使用

済みテープろ紙に採取された放射性セシウムの分析結果について、第 1 期 40 地点の Cs-137 の時

空間分布と主なプルームの挙動について、昨年度に報告した 1)。さらに第 2 期を含めて 99 の SPM

地点で分析された全データは、データ集論文 2)で公開した。本研究では、事故直後の大気中での

I-131 濃度に焦点をあて、その推定手法を開発中である。そこで、福島県から提供された原発近

傍の 2 地点のテープろ紙の分析結果、すでに公表された事故直後の大気中の放射性核種のデータ

も解析し、また本研究発表会の前演題（その 1,2）で測定された I-129 濃度も解析して、近傍に

おけるこれらの放射性核種の経時変化とその特徴、I-131 濃度の推定手法についても報告する。 

2.実験方法：東北地方南部から関東地方南部までの 99 ヶ所の SPM 地点に加えて、あらたに原発近傍

の SPM 測定局の双葉(原発から約 4km 北西)、楢葉(原発から約 17km 南方)の 2011 年 3 月 12-23 日の 1

時間毎の大気中 Cs-137 濃度と I-129 濃度を解析した。なお、文科省や自治体のモニタリングポスト

(MP)の空間線量率や、JAEA の原子力科学研究所(NSRI)で 3 月 15 日以後に、文科省(MEXT)と米国

国家核安全保障局(NNSA)で 3 月 19 日以後に測定された、Cs-137 濃度と I-131(a+g)濃度(a は粒

子状、g は気体状を意味する)、及び気象庁の AMeDAS データも利用した。 

3.結果と考察(1)双葉と楢葉で観測された Cs-137 高濃度のプルームの多くは、これまでに報告 1)したも

のと一致した。双葉で 3月 12 日 14-15 時にピークを示したプルームは、1号機の水素爆発前のベントに

よるもので、近くの上羽鳥 MP でも同時間帯に 1.6 mSv h-1を観測し、よく一致した。なおあらたに、3

月 13 日 8-9 時にも 1号機からのプルームが観測された。(2)双葉で 3月 20 日の日中にピークが 3回測

定され、また、その北西方向 30km 先の数地点で、MEXT により高濃度の I-131(a+g)が測定された。この

時間帯は南東風が吹き続けていたので、汚染気塊が風下側へ輸送されたと推測され、これらから、双葉

でのピーク時の I-131 濃度が推定可能となった。(3)楢葉で 3月 21 日 13-14 時に Cs-137 濃度のピーク

が観測された。その1時間後に楢葉から約5km南の広野でMEXTにより高濃度のI-131(a+g)が測定され、

Cs-137 濃度は両地点でほぼ一致したので、楢葉のピーク時の I-131(a+g)が推定可能となった。しかし

I-131(a+g)/Cs-137 は、3月 20 日の MEXT での値よりも大きかった。この違いは、I-129(a)/Cs-137(以

下、R(I-129)と記す) が、楢葉で 3月 21 日の 7時以後に大きく増加したこととよく対応した。(4)双葉

での測定期間中のピーク濃度付近の R(I-129)は、西原ら 3)のインベントリによる値(1-3 号機の平均値

Ri(I-129)=3.0E-7)に近い値で変化するグループの他に、 R(I-129)<<Ri(I-129)、R(I-129)>>Ri(I-129)

のグループが存在した。前者は I-129(a+g)中の I-129(g)の比率が大きいため、後者は Cs-137 がたとえ

ば乾性沈着で除去されたため(あるいは外部からの I-129(g)の寄与があったため)と推測される。(5)現

在 3月 15 日以前のプルーム中の I-131(a+g)、全期間の I-131(a)と 1-131(g)の比の推定手法を検討中。 
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